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学校事務の共同実施による業務の効率化 

中核校 七飯町立七重小学校 指定校 
七飯町立峠下小学校、七飯町立藤城小学校 
七飯町立七飯中学校 

 
■ 実践前の状況 

・事務職員の校務運営等への参画が十分に進んでいなかった。 
・学校間での事務の標準化や事務職員の資質能力向上に向けた機会の確保が十分ではなかった。 

■ 実践の概要 
 ○ 事務職員による業務負担の軽減 
  ・教員の業務負担を軽減するため、休暇等処理簿の処理や一部の調査統計業務等への回答、学校のホー
ムページ作成等の業務を行った。 

 ○ 七飯町共同学校連携事務室の設置による業務 
負担の軽減 

  ・学級担任の集金業務を軽減し、金銭事故を防 
止するため、教材費等の学校徴収金の口座振 
替を導入した。 
・指定校での共同事務室の円滑な導入のため、 
中核校での口座振替導入の取組についての資 
料作成や共同学校連携事務室による導入支援 
を行った。 

 ○ 持続可能な事務室運営の構築 
  ・異動した事務職員等も業務を円滑に推進する 
ため、七飯町の様式などをまとめたポータル 
サイトを構築した。 

■ 実践の充実に向けた取組の工夫 
〔校長の取組〕 
 ・共同学校連携事務室運営会議を開催し、改善策の検討や各校校長への事前周知等を行うことにより、
学校事務の共同実施を円滑に推進できるようにした。 
 ・学校事務の共同実施を先行して取り組んでいる札幌市への視察研修を企画・実施し、本町の共同学校
連携事務室の取組との相違点等を研修することにより、取組の方向性を確認した。 
〔事務職員の取組〕 
 ・教職員向け啓発資料「よくわかる！七飯町共同学校連携事務室」を作成することにより、事務職員以
外の教職員も学校事務の共同実施について理解を深めることができるようにした。 
・Google Workspace を活用することにより、チャットによる事務職員の情報共有やクラウド上での資
料の共有等を進めた。 

■ 成果（○）と今後の課題（●） 
○ 共同学校連携事務室の設置により、教員の業務負担を軽減するとともに、町内の事務職員で業務
を分担することにより、事務職員の資質能力や協働意識の向上が図られた。 
〔学校評価（教職員）の「時間対効果を意識した業務改善が図られている」の項目について、肯定的
な評価であった。（新規項目：100％）〕 
● 事務職員のより一層の校務運営等への参画を進めるとともに、効果的・効率的な共同事務の実施
方法等について、町教育委員会と連携を図りながら工夫する必要がある。 

 

【教職員向け啓発資料】 


